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特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ  

当社は、たな卸資産廃棄損等の特別損失を計上することとなり、また、最近の業績の動向を踏まえ、平成２
２年５月１０日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 23,850 450 250 230 2.54

今回発表予想(B) 23,850 450 250 △90 △0.99

増減額(B-A) ― ― ― △320

増減率(%) ― ― ― ―

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

23,549 152 △145 △578 △6.39

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 47,840 880 480 540 5.96

今回発表予想(B) 47,840 880 480 220 2.43

増減額(B-A) ― ― ― △320

増減率(%) ― ― ― △59.3

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

46,560 463 51 518 5.73

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 23,830 440 240 220 2.43

今回発表予想(B) 23,830 440 240 △100 △1.10

増減額(B-A) ― ― ― △320

増減率(%) ― ― ― ―

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

23,527 135 △163 △584 △6.44

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 47,800 860 460 520 5.74

今回発表予想(B) 47,800 860 460 200 2.21

増減額(B-A) ― ― ― △320

増減率(%) ― ― ― △61.5

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

46,517 454 41 511 5.64
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特別損失の内容       （1）たな卸資産廃棄損    ３３２百万円（製品等の廃棄によるもの） 
  (連結・個別とも)     （2）資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 
                                    ５１百万円（資産除去債務に関する会計基準の適用によるもの） 

修正の理由 

売上高につきましては、年度初に業界平均５．７５％、長期収載品目には２．２％を上乗せする厳しい薬価引下げが実施さ
れて、売上高抑制のタガがはめられましたが、主力の透析剤の減収をカバーする準主力の生理食塩液や人工腎臓用補液
の新型切り替え進展、吸着型血液浄化器リクセルの続伸、血液凝固阻止剤ミニヘパの再躍進はじめ後発製品の伸びなど
営業努力によって医薬品事業の売上高１１７億９３百万円で、第２四半期連結累計期間（中間期）目標のほぼ５０．０％に達
し、不動産事業の旧扶桑会館跡地活用による新賃貸収入寄与による売上高６５百万円を加えて、当第１四半期連結会計
期間の売上高は前年同四半期比２．２％の増収で同じく４９．７％の達成となり、順調な出足となっております。 
 一方、利益面におきましては、研究開発費負担の大幅軽減効果で販売費及び一般管理費が抑えられて、営業利益が２
億２９百万円（同１５５．３％の増益）で同じく５１．０％に達し、経常利益でも１億９３百万（前年同四半期は７２百万円の損
失）の黒字化を実現しております。ただ、当第１四半期連結会計期間中に、岡山工場における量産設備ラインの一時不調
によるたな卸資産廃棄損など特別損失の計上により当四半期純損失１億８１百万円（同５億１１百万円の損失）の計上が止
むないところとなっております。このため、平成２３年３月期の第２四半期連結累計期間および通期連結業績予想ならびに
平成２３年３月期の第２四半期累計期間および通期の各個別業績予想は上表のとおりでありますが、連結、個別ともに第２
四半期累計期間においては損失計上となりますものの通期では純利益の計上を見込んでおります。 

以 上
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